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1. （1） 家政学 が独 自の科学 として成立ナ るこ とを困

難にしてい る一つ の問題は，対象論 にあ る。こ の対 象領

域を明確 にす るこ と。

(2） それ には，い わ ゆ る家庭生活 に「準 ず る団体生

活」を分離し，狭義 の家政学 と対等 の地位 にすえる。こ

れは，今後， ます ます重 要になってい く領 域で あ る か

ら，そ の成立 の諸条件 を考え るこ と。

2･　著書，論文等 の研 究による資料的方 法，それは社

会政策，福祉政策，福祉 学科等 との関係 に注意する。

3･　家政学 の混迷を解決で き，かつ，広 義家政学（ 広

義生活科 学） の体系 が明確 となり，研 究上，教育上の展

望 が開けると思われる。


